
まめ知識
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質
問
　
中
小
企
業
就
職
奨
励
金

の
交
付
状
況
は
。
ま
た
学
校
卒

業
後
１
年
以
内
に
就
職
と
い
う

申
請
条
件
を
拡
充
す
る
考
え
は
。

答
弁
　
就
職
奨
励
金
は
、
令
和

４
年
10
月
か
ら
受
け
付
け
を
始

め
、
令
和
５
年
２
月
末
時
点
で

約
３
０
０
人
か
ら
申
請
が
あ
っ

た
。
交
付
し
た
奨
励
金
の
う
ち
、

約
１
５
０
０
万
円
分
が
市
内
の

店
舗
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。	

　
ま
た
申
請
条
件
の
拡
充
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
通
年
の
実

績
値
が
捉
え
き
れ
て
い
な
い
た

め
、
新
年
度
の
申
請
状
況
等
を

勘
案
し
、
対
応
を
考
え
た
い
。

質
問
　
い
じ
め
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
電
話

相
談
の
現
状
は
。
ま
た
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
児
童
・
生

徒
か
ら
相
談
を
受
け
る
体
制
は
。

答
弁
　
い
じ
め
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
電
話

相
談
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
10
時
ま
で
開
設
し

て
お
り
、
市
教
育
委
員
会
で
受

け
て
い
る
電
話
相
談
全
体
の
１

割
弱
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

各
学
校
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
内
の

ア
プ
リ
に
よ
る
個
別
相
談
も
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
相
談
体
制
の
充
実

に
努
め
た
い
。

自分のことや　友だちのこと
　　心配なことがあったら聞かせてね

☎027－321－1359
相談時間　月曜日～金曜日　８：３０～２２：００

高崎市教育委員会

いじめ・SNS電話相談
でん わ そう だん

たか さき し きょう いく い いん かい

そう だん じ かん

じ ぶん

しんぱい

とも

き

げつ よう び きん よう び

いじめ・ＳＮＳ電話相談カード

質
問
　
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

が
行
政
に
よ
る
措
置
か
ら
契
約

制
度
に
変
わ
っ
た
が
、
障
害
者

福
祉
費
の
決
算
額
の
変
遷
は
。

答
弁
　
障
害
者
福
祉
費
の
決
算

総
額
は
、
概
算
額
で
、
措
置
時

代
最
後
の
年
で
あ
る
平
成
14
年

度
が
17
億
３
５
０
０
万
円
、
措

置
か
ら
契
約
に
変
わ
っ
た
15
年

度
が
17
億
７
８
０
０
万
円
、
市

町
村
合
併
が
終
わ
っ
た
21
年
度

が
36
億
６
３
０
０
万
円
、
契
約

制
度
に
移
行
し
て
10
年
が
経
過

し
た
24
年
度
が
54
億
２
４
０
０

万
円
、
令
和
３
年
度
が
96
億
７

６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
自
立
支
援
給
付
費
等
が

増
加
し
て
い
る
背
景
や
要
因
は
。

答
弁
　
障
害
者
自
立
支
援
法
の

施
行
以
降
、
国
が
地
域
移
行
へ

大
き
く
か
じ
取
り
を
し
た
こ
と

や
、
８
０
５
０
問
題
や
親
亡
き

後
の
支
援
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
っ

て
き
た
こ
と
が
要
因
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
発
達
障
害
が
障

害
と
し
て
社
会
に
認
知
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
就
労
支
援
や
障

害
児
へ
の
療
育
に
対
す
る
需
要

が
高
ま
っ
て
き
た
こ

と
も
、
要
因
の
一
つ

と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
子
ど
も
の
睡
眠
に
係
る

国
の
各
種
調
査
の
結
果
は
。
ま

た
、
本
市
の
子
ど
も
に
対
す
る

睡
眠
改
善
の
指
導
状
況
は
。

答
弁
　
国
の
調
査
で
は
、
毎
日

同
じ
く
ら
い
の
時
間
に
起
床
、

就
寝
し
て
い
る
子
ど
も
の
ほ
う

が
各
教
科
の
平
均
正
答
率
が
高

く
、
８
時
間
程
度
の
睡
眠
を
取

っ
て
い
る
子
ど
も
ほ
ど
体
力
合

計
点
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
本
市
で
も
学
力
、
運

動
能
力
共
に
同
様
の
傾
向
が
見

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
調
査

結
果
の
分
析
等
を
踏
ま
え
、
子

ど
も
の
生
活
習
慣
の
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
子
ど
も
の
睡
眠
改
善
に

向
け
た
本
市
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
成
長
期
の

子
ど
も
に
と
っ
て
睡
眠
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
か

ら
、
各
学
校
に
お
い
て
睡
眠
を

テ
ー
マ
と
し
た
学
校
保
健
委
員

会
等
を
開
催
し
て
お
り
、
家
庭

と
連
携
し
た
生
活
習
慣
の
改
善

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

も
子
ど
も
た
ち
が
規
則
正
し
い

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
一
層

充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
本
市
に
お
い
て
、
今
後

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
や
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
場
を
整
備
す
る
考
え
は
。

答
弁
　
令
和
４
年
３
月
に
ニ
ュ

ー
サ
ン
ピ
ア
が
閉
鎖
し
、
市
内

に
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
が
な
く
な

っ
た
影
響
や
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
の
人
気
の
高
ま
り
は
認
識
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
を
新
設
す
る
計
画
は
な

い
。
本
市
と
し
て
は
、
市
民
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
（
仮
称
）
な
ど

の
整
備
に
よ
り
施
設
の
充
実
を

図
り
、
多
く
の
市
民
が
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
め
る
よ
う
、
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
新
町
支
所
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
強

く
望
む
が
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
新
町
支
所
の
建
て
替
え

に
つ
い
て
の
課
題
認
識
は
常
に

あ
る
が
、
新
町
地
域
で
は
保
健

セ
ン
タ
ー
や
駅
周
辺
の
整
備
等
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施

設
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
設
の
位
置
付
け
や

支
所
機
能
の
在
り
方
、
ま
た
財

政
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
引
き
続
き
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

林は
や
し   

恒つ
ね
よ
し徳

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

障
害
福
祉
政
策

清し
み
ず水 

明あ
き
お夫

（
新
風
会
）

子
ど
も
の
睡
眠
が
学
力
や

運
動
能
力
に
与
え
る
影
響

逆さ
か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

中
小
企
業
就
職
奨
励
金

子
ど
も
達
か
ら
の
相
談
対
応

三み
し
ま島 

久く
み
こ

美
子

（
市
民
ク
ラ
ブ
）

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

新
町
支
所
の
建
て
替
え

●農業者新規創造活動事業補助金
（P8参照）

農業の生産基盤である農用地の確保・維持を推進するため、荒廃農地の整備から整備後
の農地での生産活動に必要な農業用設備・機械の導入までを総合的に支援する事業。

●霞
かすみ

堤
てい
（P8参照） 堤防のある区間に開口部を設け、上流側と下流側の堤防が二重になるようにした不連続な堤防。洪水時には開口部から

水が逆流して堤内地にたまり、下流に流れる水量を減少させる。

まめ知識
（8）（8）

質
問
　
烏
川
流
域
に
霞か

す
み

堤て
い

が
設

置
さ
れ
て
い
る
下
小
塙
地
域
は

浸
水
想
定
区
域
で
あ
る
が
、
洪

水
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
ま

っ
た
場
合
の
避
難
対
策
は
。

答
弁
　
水
害
が
発
生
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合
、
小
・
中
学
校
等

の
指
定
避
難
所
を
順
次
開
設
す

る
と
と
も
に
、
災
害
時
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
サ
ー
ビ
ス
や
市
職
員
の

広
報
活
動
な
ど
に
よ
り
、
多
重

的
に
避
難
情
報
を
発
信
し
て
い

る
。
ま
た
、
高
齢
者
な
ど
の
自

力
で
避
難
で
き
な
い
人
へ
の
避

難
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

質
問
　
乗
車
率
が
低
い
ア
リ
ー

ナ
シ
ャ
ト
ル
の
運
行
を
イ
ベ
ン

ト
開
催
日
等
に
限
定
し
、
そ
れ

以
外
は
小
型
車
両
で
運
行
す
る

な
ど
、
運
行
方
法
の
改
善
を
図

る
考
え
は
。

答
弁
　
ア
リ
ー
ナ
シ
ャ
ト
ル
は
、

高
崎
駅
か
ら
高
崎
ア
リ
ー
ナ
、

城
南
野
球
場
を
結
ぶ
公
共
交
通

で
あ
る
の
と
同
時
に
、
地
域
住

民
の
生
活
の
足
と
し
て
も
定
着

し
て
い
る
。
地
元
の
強
い
要
望

で
経
路
を
決
め
て
い
る
こ
と
も

踏
ま
え
、
現
行
の
運
行
形
態
を

継
続
す
る
中
で
、
利

用
促
進
と
利
便
性
の

向
上
に
努
め
た
い
。

災害時電話・FAXサービス

長お
さ
か
べ壁 

真し
ん
じ樹

（
新
風
会
）

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
本
市
の
取
り
組
み

安
心
し
て
農
業
が
で
き
る
取
り
組
み

質
問
　
本
市
の
公
共
施
設
の
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
状

況
は
。
ま
た
、
森
林
整
備
に
よ

る
Ｃ
Ｏ２
吸
収
量
へ
の
効
果
は
。

答
弁
　
公
共
施
設
で
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
は
、
平
成
25
年

度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
で
２

万
４
１
１
５
ト
ン
、
約
25
％
削

減
し
て
い
る
。
ま
た
Ｃ
Ｏ２
吸
収

量
は
整
備
し
た
森
林
の
成
長
量

か
ら
算
定
し
て
お
り
、
例
え
ば

35
年
生
の
杉
山
を
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
間
伐
し
た
場
合
、
吸
収
量
は

12
・
２
ト
ン
と
な
る
。
こ
の
よ

う
に
、
森
林
整
備
は
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
の
た
め
の

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

質
問
　
有
害
鳥
獣
で
あ
る
シ
カ

や
イ
ノ
シ
シ
の
ジ
ビ
エ
活
用
に

つ
い
て
、
本
市
の
考
え
は
。

答
弁
　
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
肉

は
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
以

降
、
県
内
全
域
に
出
荷
制
限
が

か
か
っ
て
い
る
が
、
県
が
シ
カ

肉
の
一
部
解
除
を
検
討
し
て
い

る
。
一
部
解
除
さ
れ
た
場
合
に

は
、
貴
重
な
資
源
と
し
て
活
用

し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
部
位

に
よ
っ
て
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど

に
活
用
で
き
る
可
能

性
も
あ
る
た
め
、
引

き
続
き
研
究
し
た
い
。

質
問
　
令
和
４
年
度
の
農
業
支

援
事
業
に
お
け
る
、
榛
名
地
域

の
果
樹
農
家
の
利
用
実
績
は
。

答
弁
　
か
が
や
け
新
規
就
農
者

応
援
給
付
金
で
は
、
制
度
を
活

用
し
た
全
20
人
の
う
ち
、
２
人

が
榛
名
地
域
の
果
樹
農
家
に
就

農
し
た
。
ま
た
農
地
再
生
推
進

事
業
補
助
金
で
は
、
制
度
を
活

用
し
た
全
15
件
の
う
ち
、
１
件

が
榛
名
地
域
の
果
樹
農
家
で
、

約
０
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
活
用

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

質
問
　
榛
名
地
域
の
果
樹
農
家

が
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
高
崎

市
産
の
果
樹
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
る
た
め
の
施
策
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
農
家
が
自

ら
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

る
た
め
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
対
し
、
農
業
者
新
規
創
造
活

動
事
業
補
助
金
に
よ
り
支
援
し

て
い
る
。
ま
た
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
和
田
橋
周
辺
の
高

松
エ
リ
ア
に
、
榛
名
地
域
の
フ

ル
ー
ツ
な
ど
を
活
用
し
た
フ
ル

ー
ツ
カ
フ
ェ
の
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
関
係
機

関
や
農
業
者
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
本
市
の
農
産

物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
に
努
め
て
い
く
。

柄か
ら
さ
わ沢 

髙た
か
お男

（
新
風
会
）

果
樹
農
家
の
将
来
展
望

伊い
と
う藤 

敦あ
つ
ひ
ろ博

（
日
本
共
産
党
）

烏
川
上
流
の
洪
水
対
策

ア
リ
ー
ナ
シ
ャ
ト
ル
の
運
行
改
善

（P9参照）

（P9参照）

質
問
　
本
市
に
お
け
る
一
般
廃

棄
物
処
理
の
体
制
は
。

答
弁
　
本
市
で
は
、
家
庭
か
ら

出
た
ご
み
を
燃
や
せ
る
ご
み
、

燃
や
せ
な
い
ご
み
、
資
源
物
に

分
別
し
て
も
ら
い
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
収
集
し
て
お
り
、

粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
粗
大
ご

み
処
理
券
を
購
入
し
た
家
庭
で

戸
別
収
集
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

高
浜
お
よ
び
吉
井
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
燃
や
せ
る

ご
み
は
焼
却
処
理
を
、
燃
や
せ

な
い
ご
み
や
粗
大
ご
み
は
資
源

物
の
選
別
や
破
砕
処
理
を
し
て

い
る
。
処
理
後
の
焼
却
灰
お
よ

び
不
燃
残ざ

ん

渣さ

は
、
エ
コ
パ
ー
ク

榛
名
等
で
埋
め
立
て
処
理
を
し

て
い
る
。
な
お
、
粗
大
ご
み
の

う
ち
再
使
用
可
能
な
良
品
は
、

高
崎
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
抽
選
を
行
い
、
希
望
者
へ

無
料
譲
渡
し
て
い
る
。

質
問
　
一
般
廃
棄
物
を
処
理
す

る
上
で
の
、
物
価
高
騰
、
電
気

料
金
の
値
上
げ
等
へ
の
対
応
は
。

答
弁
　
今
後
も
安
定
し
た
一
般

廃
棄
物
処
理
が
継
続
で
き
る
よ

う
、
委
託
業
者
へ
の
委
託
料
に

つ
い
て
調
査
検
討
を

行
い
、
適
切
な
対
応
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●ジビエ フランス語で、狩猟によって捕獲した野生鳥獣の肉や料理のこと。

●かがやけ新規就農者
　応援給付金 新規就農者の増加および就農の定着化を図るため、新規就農者へ給付金を支給する本市独自の取り組み。


